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研究開発の進捗状況：アルカリ環境下における耐久性評価

CACLF ロービングに対する
NaOH溶液（pH10~pH14）および石灰水への浸漬

右図上段にCACLFロービングを用いたNaOH溶液（pH10～
pH14）、石灰水アルカリ浸漬試験結果、中段にコンクリート補
強材として利用される耐アルカリ性の高いARG CSのNaOH
溶液（pH11～pH12）、石灰水アルカリ浸漬試験結果を示す。

強アルカリ環境下では、CACLFの質量減少率が大きい結
果となった。一方、低アルカリ環境下では、 CACLFはARGと
同程度、またはやや優れた耐アルカリ性を示した。

右図上段に、CACLFロービングを用いたNaOH溶液および
石灰水への浸漬試験結果を示す。中段には、コンクリート補
強材として利用される耐アルカリ性の高いARG-CSの試験結
果を示す。下段には、NaOK溶液への長期浸漬後の平均質
量変化率を示す。石炭灰短繊維は、pH10〜pH12程度のアル
カリ環境や石灰水、LS溶液に対しては長期的にも比較的安
定である一方、pH14相当の強アルカリ環境、特に高温条件
では繊維表面での反応や変質が進行する可能性が示された。
この結果は、CACLF-CSをコンクリート補強材として適用す
る際には、使用環境のpHを低減する配合設計や、繊維をア
ルカリ溶液から物理的に保護する樹脂被覆・収束材設計が
重要であることを支持するものである。
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pH10-12：経時的質量変化
はほぼ無い

研究開発における今後の課題
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